
公的年金の単年度収支状況（令和４(2022)年度）【年金財政の観点から制度横断的に比較・分析したもの】

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

前年度末積立金（㋐） 時価ベース 1,940,615 84,751 249,506 30,656 2,305,528 105,642 49,539 2,460,709 

 総額 491,516 27,952 80,147 9,826 516,336 34,531 255,647 546,474 

保険料収入 340,583 12,814 34,197 5,144 392,737 13,802 ・ 406,539 

国庫・公経済負担 102,468 3,036 7,926 1,402 114,832 19,089 ・ 133,921 

追加費用 ・ 1,172 2,927 ・ 4,099 ・ ・ 4,099 

基礎年金交付金 2,205 224 453 14 2,896 1,605 ・ ④ 

実施機関拠出金収入 44,935 ・ ・ ・ ① ・ ・ ① 

厚生年金交付金 ・ 10,676 34,103 2,868 ② ・ ・ ② 

財政調整拠出金収入 ・ － 523 ・ ③ ・ ・ ③ 

職域等費用納付金 482 ・ ・ ・ 482 ・ ・ 482 

解散厚生年金基金等徴収金 125 ・ ・ ・ 125 ・ ・ 125 

基礎年金拠出金収入 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 255,538 ⑤ 

独立行政法人福祉医療機構納付金 528 ・ ・ ・ 528 29 ・ 558 

その他 191 29 17 398 636 5 109 751 

 総額 484,629 29,063 83,760 9,327 513,673 37,256 246,474 537,363 

給付費 236,932 12,275 37,314 3,021 289,542 2,476 241,968 533,986 

基礎年金拠出金 198,035 5,951 15,177 2,770 221,933 33,605 ・ ⑤ 

実施機関保険給付費等交付金 47,647 ・ ・ ・ ② ・ ・ ② 

厚生年金拠出金 ・ 10,260 31,170 3,506 ① ・ ・ ① 

基礎年金相当給付費（基礎年金交付金） ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4,502 ④ 

財政調整拠出金 ・ 523 － ・ ③ ・ ・ ③ 

その他 2,016 54 99 30 2,198 1,175 4 3,377 

6,888 △ 1,111 △ 3,613 499 2,662 △ 2,725 9,174 9,111 

<6,763> <2,537> <8,986>

運用損益（㋒） 時価ベース 27,664 1,234 3,639 613 33,151 1,493 4 34,649 

その他（㋓） 時価ベース 225 － － － 225 108 － 334 

年度末積立金（㋐＋㋑＋㋒＋㋓） 時価ベース 1,975,392 84,874 249,532 31,769 2,341,567 104,518 58,717 2,504,802 

年度末積立金の対前年度増減額 時価ベース 34,777 123 26 1,112 36,039 △ 1,123 9,178 44,093 

(注)1.この表（単年度収支状況）は、公的年金制度の財政状況を年金財政の観点から制度横断的に比較・分析したものであり、以下のとおり作成している。
・収入（単年度）では、「運用損益」及び国民年金（基礎年金勘定）の「積立金より受入」を除いて算出
・支出（単年度）では、国共済及び地共済の「その他」を有価証券売却損等を除いて算出
・「運用損益を除いた単年度収支残」は、単年度の収入総額と支出総額の差として算出
・国共済、地共済及び私学共済については、厚生年金保険経理（私学共済は厚生年金勘定・厚生年金経理）を計上
　（ただし、国共済及び地共済の「基礎年金交付金」及び「給付費」には、経過的長期経理における基礎年金交付金を加えて算出）

    2.

    3.厚生年金勘定、厚生年金計及び公的年金制度全体の< >内の額は、解散厚生年金基金等徴収金を控除した額である。
    4.「その他（㋓）」に計上している額は、厚生年金勘定及び国民年金（国民年金勘定）では「業務勘定から積立金への繰入れ」である。
    5.厚生年金勘定、厚生年金計及び公的年金制度全体には、厚生年金基金が代行している部分を含まない。
    6.基礎年金拠出金収入及び国民年金勘定の基礎年金拠出金には、特別国庫負担額を含めた基礎年金勘定への繰入額を計上している。
    7.運用損益は、運用手数料控除後のものである。なお、国共済の時価ベースの額は、預託金について市場金利を参照して時価に類する評価をした場合の額である。

運用損益分を除いた単年度収支残（㋑）

厚生年金計は、厚生年金全体としての財政収支状況をとらえるため、厚生年金実施機関間でのやりとり（①～③）を収入・支出両面から除いている。また、公的年金制度全体は、同様に、①～③に加えて公的年金制度内でのやりとり
（④、⑤）を収入・支出両面から除いている。
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